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友好都市の締結から25年を迎える中国・揚州市に、4月19日から22日にかけて総勢47人で訪問してき

ました。現地では、王燕文市長をはじめ多くの方から、心温まる熱烈な歓迎を受けました。 

揚州市とはこれまで、教育・スポーツ・文化などさまざまな分野で交流を深めてきました。滞在中は、両市

の25年にわたるきずなをたたえ合う記念式典が行われました。上段の写真は２５周年を記念して、両市の

産業振興と友好交流を目的とした人材交流を更に促進するため、「技術創新・人材交流覚書」の調印式のも

のです。 

下段の写真は花園小学校を訪問したときのものです。揚州市とは子どもたちのスポーツをはじめとした交

流が盛んです。将来、その子どもたちが互いの架け橋となり、国際的に活躍してくれる日が楽しみです。 
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韓国軍浦市剣道協会（奇管敍
き か ん そ

会長）ら一行が厚木剣道連盟（滝澤建治会長）との剣道交流を目的に１月

９日～１１日の日程で来日しました。 

平成１７年２月に友好都市を締結してから、剣道交流は今回が初めて、奇会長ほか９歳～４８歳までの会

員・保護者ら１５人は滝澤会長や連盟の役員と、小林市長を表敬訪問しました。稽古会は１０日荻野運動

公園体育館を会場として、午前、午後の２回行われ、厚木剣道連盟の会員約１５０人が参加しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「横手市雪まつり」に今年は宮台副市長を団長として市民訪問団１７人が参加しました。一行は2月15日

～17日まで滞在し、横手市長表敬訪問をはじめ、かまくらづくりを体験し、厚木市のかまくらの中で来場者

に厚木の名産品や甘酒を振る舞うなど、友好交流を深めました。また、一行は、「ぼんでん」が市内にある旭

岡山神社に奉納される勇壮な場面を見学し、“雪国の文化”を楽しみました。 

 

 

 

 

 

「あつぎ国際交流平和フェスタ2009」を３月１５日に厚木市文化会館

で、市内の外国籍市民と市民がお互いの文化を理解し合うことを目的

に開催したものです。この日、中国、ブラジル、ペルー、ベトナムなどの

外国籍市民と市民約５００人が参加し、日本語のスピーチや各国の料

理を通じた交流会などで友好を深め合いました。 

右の写真はブラジルの格闘技、カポエイラ(capoeira)です。 

 


